
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
受
領

答

弁

第

一

〇

一

号

内
閣
衆
質
一
九
五
第
一
〇
一
号

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
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。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
教
職
員
の
過
労
死
、
過
労
自
死
の
人
数
の
推
移
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
教
職
員
の
過
労
死
（
業
務
に
お
け
る
過
重
な
負
荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾
患
を
原
因
と
す
る
死
亡

又
は
業
務
に
お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ
る
死
亡
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
発

生
件
数
に
つ
い
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
教
職
員
に
つ
い
て
、
「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
（
平
成
二
十
七
年
七
月
二

十
四
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
過
労
死
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下

「
給
特
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
に
つ
い
て
は
、
給
特
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

一



労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
（
以
下
「
読
み
替
え
ら
れ
た
労
働
基
準
法

第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
公
務
の
た
め
に
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
基

準
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
、
研
究
又
は
調
査
の
事
業
に
従
事
す
る
地
方
公
務
員
に
つ
い
て
は
、

同
法
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
二
条
の
五
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
条
の
労
働
時
間
を
延
長
し
、
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
休

日
に
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
労
使
協
定
が
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
公
務
の
た
め
に
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
労
働
時
間
を
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
読
み
替
え
ら
れ
た
労
働
基
準
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

公
務
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
害
し
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
給
特
法
第
六
条
第
一

項
に
よ
り
、
教
育
職
員
（
管
理
職
手
当
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
を
正
規
の
勤
務
時
間
（
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
相

当
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
を
い
う
。
）
を
超
え
て
勤
務
さ
せ
る
場
合
は
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
条
例
で

定
め
る
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

給
特
法
の
「
改
正
・
見
直
し
」
等
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
に
、
新
し
い
時
代
の
教

二



育
に
向
け
た
持
続
可
能
な
学
校
指
導
・
運
営
体
制
の
構
築
の
た
め
の
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策

に
つ
い
て
文
部
科
学
省
か
ら
中
央
教
育
審
議
会
に
諮
問
し
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
給
特
法
を
含
む
教
職
員
の
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
同
省
に
お
い
て
、
給
特
法
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
同
審
議
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三


